
 

社会科学習指導案 

 

１ 単 元 政府の役割と国民の福祉   

 

２ 単元設定の理由 

(1) 教材観 

①学習指導要領上の位置付け（身に付けることができるよう指導する事項） 

［知識及び技能］ 

(1) ア(ｱ)社会資本の整備、公害の防止など環境の保全、少子高齢社会における社会保障の充実・    

安定化、消費者の保護について、それらの意義を理解すること。 

(ｲ)財政及び租税の意義、国民の納税の義務について理解すること。 

［思考力、判断力、表現力等］ 

(1) イ(ｱ)市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して、国や地方公共団体が果たす役割につ 

いて多面的・多角的に考察、構想し、表現すること。 

(ｲ)財政及び租税の役割について多面的・多角的に考察し、表現すること。 

②単元の価値 

本単元は、国民生活と福祉の向上を図るために、社会資本の整備や、社会保障の充実など、市

場の働きに委ねることが難しい諸問題に関して、国や地方公共団体が果たしている役割や財政の

役割について考えさせるものである。このような学習を通して、財政及び租税の役割や意義、納

税の義務について、多面的・多角的に考察し、理解することができる。また、今後の少子高齢化

の進展による税の負担の在り方を中心に、大きな政府と小さな政府のどちらの方向に進むべきか、

また、社会保障を充実させていくための方法等について、「効率」と「公正」といった視点から

考え、公正に判断することができる。 

③単元の系統性 

・前単元の「価格の働きと金融」では、市場経済の基本的な考え方、現代の市場経済や金融など

の仕組みや働きなどを理解してきた。 

・次単元の「これからの経済」では、本単元で学習した内容を基にして、豊かな社会を形成する 

ために必要なことは何か、「経済成長」「環境保全」「グローバル化」などの視点及び「政府」 

「国民」「企業」の立場から多面的・多角的に考察していく。 

(2) 生徒観（男子 18 名、女子 16 名 計 34 名）                

・思考力、判断力、表現力等については、「消費税増税についてどう思うか」という質問に対し

て「税金が増えるのは嫌だ」「物が買いづらくなる」といった回答がほとんどであった。これ

は、増税といった事象を自分（消費者）の立場といった一面的な見方で判断していることが原

因であり、他の視点や立場も踏まえて多面的・多角的に考察する力が不足しているといえる。 

(3) 指導観 

・消費税増税や少子高齢化など、新聞やニュースで取り上げられていることを資料として提示す

ることで、財政、税金、社会保障を身近なものに感じることができるようにする。 

・授業の導入に「振り返りシート」を活用させることで、前時の授業とのつながりをもたせ、既

習事項を活用させながら課題を追究できるようにする。 

・授業の終わりに、その授業での学びを「振り返りシート」に書かせることで、本時の学びを自

覚させ、１単位時間ごとの学びを蓄積させていく。 

・小グループでの話合い活動を適宜取り入れ、意見交流の機会を設けることで、課題追究の際に

は、自分の考えを深めたり広げたりすることができるようにする。 
・誰もが安心して暮らせる社会保障について「財源の確保や配分」などの視点や「政府」「国民」 

「企業」などの立場から考えることで、多面的・多角的に考察できるようにする。 
 
３ 単元の目標 

 国民の生活と福祉の向上を図るために、国や地方公共団体が果たしている役割や財政・租税の

意義と役割について多面的・多角的に考察し、理解するとともに、今後の財政や社会保障の在り

方について自分なりの考えをもち、表現することができる。 

 

４ 指導と評価の計画（別紙参照） 



 

５ 本時の展開 （４／６） 

(1) 目 標  

 国民の生活と福祉の向上を図るための今後の財政の在り方について、「小さな政府」と「大き

な政府」という視点から多面的・多角的に考察し、自分なりの考えをもち表現することができる。 

(2) 展 開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点及び支援・評価 

１ 本時の課題をつかむ。 

・前回、日本は国債が増加していること

を学んだな。 

・負担が大きい国は、福祉も充実してい

て、その逆の国もある。それぞれに 

 どんな違いやよさがあるのかな。 

 

 

２ 個人で「小さな政府」と「大きな政

府」のどちらに向かうのがよいのか、

その理由も含めて考える。 

３ 「小さな政府」と「大きな政府」の

メリットとデメリットをそれぞれの立

場に立って考え、どちらに向かうのが

よいのかグループで討論をする。 

 

○前時までの振り返りシートの記述を確認することで、

前時までの学習を想起させる。 

○日本と欧米諸国が「小さな政府」「大きな政府」のど

ちらに近いかわかる資料を提示することで、これから

の財政はどうあるべきか疑問をもたせる。 

 

 

 

○生徒の考えの変容を見取るために、「小さな政府」「大

きな政府」について、まずは個人の考えを書かせる。 

 

○「小さな政府」「大きな政府」の両面から様々な考えを

出させるために、それぞれの立場で考えさせる。 

○振り返りシートやノートを活用させることで、「国債」

「社会資本・公共サービス」などの既習事項を想起させ、

自分の考えの根拠として示せるようにする。 

○自分の立場からの主張をする際は、資料を根拠として提

示するよう促す。 

○討論では、時間を区切って「小さな政府」「大きな政府」

のそれぞれに発表をさせることで、お互いの立場のメリ

ットに気付かせる。 

○お互いの立場の主張を聞いて、それに対する質問ができ

るように、自分の立場の主張だけでなく、相手の立場の

デメリットも考えさせる。 

○様々な考えを比較関連させ、考えを深めさせることがで

きるように、グループの討論で出された主張について板

書で整理する。 

 

４ 討論の立場を離れて、自分の考えを

根拠に基づいて書き、発表する。 

・小さな政府がよいと思う。最初は、福

祉が少ないから駄目だと思っていたけ

ど、国債が減り、家計や企業の自由が

増えるならいいのかと思った。 

・大きな政府がよいと思う。負担は大き

くても福祉が充実した方が、より多く

の人が暮らしすいと思った。 

 

○自分の考えを認識させ、学びの自覚をもたせるために、

もう一度自分の考えを書かせる。 

○討論の時の立場を離れて自分なりの考えをもたせること

で、複数の立場や意見を踏まえ、根拠に基づき判断する

力が伸ばせるようにする。 

 

 

 

 

５ 本時の学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

○単元の課題を意識させるために、単元の課題の解決に

生かせそうなことに線を引かせる。 

 

 

 

 

 

 
 

課題： 日本は、「小さな政府」と「大きな政府」のどちらに向かうのがよいのだろうか。 

 

 

【思考・判断・表現】 

これからの財政の在り方について、複数の視点から

考え、判断したことを自分の言葉でまとめることが

できる。             （発言・ノート） 

＜振り返り＞ 

・「小さな政府」「大きな政府」どちらにもプラスとマイナスがあるが、歳入のほとんどを占める

税金を無駄なく使い、誰もが安心して暮らせる社会の実現が図れる財政の在り方をみんなが考え

ていくべきだ。 

・消費税が１０％に上がることで福祉が本当に充実するのだろうか。 

 

 

 メリット デメリット 

小
さ
な
政
府 

・税負担が小さい 

・社会保険料の負担

が小さい 

・国債の残高が減る 

・家計の自由が上がる 

・企業が自由に活動

できる幅が広がる 

・自分自身で備えな

くてはならない 

・低所得者は苦しい 

・所得の再分配が難

しくなる 

・公共サービスが充

実しない 

大
き
な
政
府 

・福祉が充実する 

・低所得者にはよい 

・社会資本や公共サ

ービスが充実する 

・いろんな世代や立

場の人が生活を支

えてもらえる 

・税負担や社会保険

料の負担が大きい 

・国債の残高が増える 

・家計の自由度が下

がる 

・企業の自由な活動

の範囲が狭くなる 

 



 

 指導と評価の計画  社会科  ３年 単元「政府の役割と国民の福祉」（全６時間計画） 

目 

標 

国民の生活と福祉の向上を図るために、国や地方公共団体が果たしている役割や財政・租税の意

義と役割について多面的・多角的に考察し、理解するとともに、今後の財政や社会保障の在り方に

ついて自分なりの考えをもち、表現することができる。 

評
価
規
準 

【知 識 ・ 技 能】 財政及び租税の意義、日本の社会保障の仕組みについて理解することが

できる。 

【思 考 ･判 断 ･表 現 】 財政及び租税の役割や社会保障の在り方について多面的・多角的に考察

し、表現することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 現代社会の財政や社会保障の課題を意欲的に追究しようとしている。 

過程 時間 目標・課題 学習活動 振り返り 
評価 

(方法･観点) 

つ 

 

か 

 

む 

１ 

◎日本の財政や社会保

障の課題について関

心をもち、意欲的に追

究しようとしている。 

 

 

 

 

○新聞や、資料集の

図表などを基に、

現在の日本の現状

と将来の予想を比

べて、自分たちが

大人になってから

の日本を考え、日

本の財政や社会保

障の課題を見つ

け、発表し合う。 

○発表を基に単元の

課題を設定する。 

 

 

 

☆少子高齢化がこのまま進

むと、私たちの税金の負担

が増えるな。 

☆将来、私たちは年金がもら

えるのかな。 

☆みんなが平等に生活でき

た方がよいのに、不平等な

のはよくないな。 

☆みんなが暮らしやすい日

本にするためには、消費税

率のアップが必要なのだ

ろうか。 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

諸資料から読み取

った日本の財政や

社会保障の課題に

ついて、文章に 

表したり発表した

りすることができ

る。 

(ノートの記述、発

言) 

 

 

追 

 

 

 

究 

 

 

 

す 

 

 

 

る 

１ 

◎日本の歳入、歳出、税

金の種類や仕組みに

ついて調べ、日本の経

済活動や税制の特色

を理解することがで

きる。 

 

 

 

 

 

○歳入、歳出の資料

を読み取り、日本

の経済活動の特色

をまとめる。 

○税金の種類を調

べ、日本の税制の

仕組みを理解す

る。 

☆日本の歳入は主に税金で、

歳出は社会保障が一番多い

のだな。 

☆税金の種類は、様々あって、

国民が公平に負担するため

に、累進課税という制度が

取られているのだな。  

【知識・技能 】 

日本の歳入・歳出、

税金の種類や仕組

みを理解すること

ができる。 

（ノートの記述） 

１ 

◎社会資本や公共サー

ビス、財政政策、公債

の発行について調べ、

政府が果たしている

経済的な役割と財政

の課題を理解するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

○身近な社会資本や

公共サービス、財

政政策について調

べ、政府が果たし

ている経済的な役

割をまとめる。 

○日本の国債残高の

資料を読み取り、

国債発行の実態と

課題について話し

合う。 

 

 

☆政府は、道路、学校などの

社会資本や教育、社会保障

などの公共サービスを供給

したり、経済格差を改善し

たり景気を安定させようと

したりしているのだな。 

☆国債が年々増加していて、

将来の日本は大丈夫なのか

な。 

【知識・技能 】 

身近な社会資本や

公共サービス、財

政政策、公債の発

行について調べ、

政府が果たしてい

る経済的な役割と

財政の課題を理解

することができ

る。 

(ノートの記述) 

日本の財政や社会

保障の課題を見つ

け、単元の課題を設

定しよう。 

 

単元の課題：国民の生活や福祉の向上のためには、どのような財政や社会保障の在り方が

考えられるだろう。 

       。 

政府はどのような経済

的役割を果たし、どの

ような財政の課題を抱

えているのか。 

日本の経済活動や

税制には、どのよう

な特色があるのか。 

 



 

追 

 

 

 

究 

 

 

 

す 

 

 

 

る 

１
（
本
時
） 

◎国民生活と福祉の向

上を図るための今後

の財政の在り方につ

いて、「小さな政府」

と「大きな政府」とい

う視点から多面的・多

角的に考察し、自分な

りの考えをもち、表現

することができる。 

 

 

 

○「小さな政府」と

「大きな政府」の

メリットとデメリ

ットをそれぞれの

立場に立って考

え、どちらに向か

うのがよいのかグ

ループで討論をす

る。 

○討論の立場を離れ

て、自分の考えを

根拠に基づいて書

き、発表する。 

 

 

 

 

☆「小さな政府」にすると社会

資本や公共サービスが十分

じゃなくなり、「大きな政府」

にすると税金の負担が多く

なることが分かった。 

☆「小さな政府」「大きな政府」

どちらにもプラスとマイナ

スがあるが、歳入のほとんど

を占める税金を無駄なく使

い、誰もが安心して暮らせる

社会の実現が図れる財政の

在り方をみんなが考えてい

くべきだ。 

☆消費税が 10％に上げること

で福祉が本当に充実するの

だろうか。 

【思考・判断・表現】 

これからの財政の

在り方について、

自分の言葉でまと

めることができ

る。 

（ノートの記述） 

１ 

◎日本の社会保障の四

つの柱について調べ、

社会保障の基本的な

考え方と日本の社会

保障制度のあらまし

について理解するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

○社会保障が生まれ

た背景を踏まえ、

社会保障の意義や

働きを考える。 

○社会保障の四つの

柱について調べて

社会保障制度のあ

らましをまとめる 

○現状の社会保障が

抱えている課題を

見つける。 

 

☆社会保障制度は、労働者の

生活を保障するために始ま

り、社会保険、公的扶助、

社会福祉、公衆衛生の四つ

に分かれているのだな。 

☆生活・命を守るために社会

保障制度が必要で、だから

こそ歳出で一番多いのだ

な。 

☆少子高齢化が進み、社会保

障は十分に行き届くのか

な。 

【知識・技能】 

日本の社会保障制

度の四つの柱とと

もに、それが抱え

る課題を理解する

ことができる。 

(ノートの記述) 

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

１ 

◎日本の社会保障と財

政の在り方について、

複数の視点や立場か

ら多面的・多角的に考

察できる。 

 

 

 

 

 

○単元を通して学習

してきたことや意

見交流をしたこと

を基にして、「消

費税率」を切り口

に単元の課題に対

する考えを、自分

の言葉でまとめ

る。 

☆消費税率は、10％から今後

更に上げていかないと社会

保障制度を維持するのが難

しいな。また、国債の残高

を減らす意味でも税率アッ

プは仕方ないな。 

☆税収の安定化を図ることは

必要だが、消費税は間接税

なので経済的に苦しい人の

負担が大きく、貧富の差が

広がってしまうな。 

☆景気が悪いときに増税する

と消費が冷え込み、逆に税

収が増えないことも考えら

れるな。まず、税金の無駄

遣いを減らしていくことが

重要なのかな。 

【思考・判断・表現】 

日本の財政と社会

保障の在り方につ

いて多面的・多角

的に考察し、自分

の言葉でまとめる

ことができる。 

（ノートの記述） 

 

国民の生活や福祉

の向上のためには、

どのような財政や

社会保障の在り方

が考えられるだろ

う。 

日本は、「小さな政

府」と「大きな政府」

のどちらに向かうの

がよいのだろうか。 

日本の社会保障制度

は、どのような仕組み

になっているか。 

 


